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Artisoc によるBA （Barabasi-Albert） モデルコミュニティ抽出
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（図19）　コニュニティ抽出結果（m0＝4、m＝1） （図20）　ノード IDNo 表示図（m0＝4、m＝1）
（図21）　コミュニティ抽出結果（m0＝4、m＝2）
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1 では別コミュニティに属するノード間のリン
クの少ない、見た目でもリンクの交錯が少ない
コミュニティ抽出が可能であるが、m＞1 では
上手くいかない。コミュニティの配置（並び順）
次第で、よりリンクの交錯が少ない表示が可能
なケースもあるかもしれない。例えば互いにコ
ミュニティ間のリンクが多いコミュニティ同士
は隣り合わせに配置するなどの表示方法が可能
ならば、少しはリンクの交錯が減らせるであろ
う。
　m0＞1 モデルでは最初に用意した核となる
完全グラフのノードが媒介中心性指数が高く、
ネットワークの中核になっている。しかし、個々
のノードは必ずしも別々のコミュニティに所属
しているわけでもない。mが大きくなるに従い、
核となるノード同士が同一コミュニティに属す
る傾向が高まる。
　（図39）は「よくわかる複雑ネットワーク」（6）
の BAモデルの説明図であるが、初期状態に用
意する核となる完全グラフを円の中心に正多角
形として配置している。この図からは核となる
ノードがそれぞれ別コミュニティに属し、その
コミュニティを代表するノードとなるイメージ
があるが、実際にコミュニティ抽出を実行し、
（図39）　m0＞1　BAモデル表示例（6）
―　　―329
各ノードの媒介中心性指数を計算し、コミュニ
ティごとにまとめて配置するグラフ表示させて
みると、すなおに（図39）のような表示にはな
らないことが分かる。（図39）は核となるノー
ドを特別に正多角形配置で表示し、その他の
ノードは円周上に等間隔に配置させたものであ
ろう。
　m0＝0 のモデルでも、初期に生成したノー
ドがネットワークの中核になる傾向はある。し
かし、生成順では後のノードが中核ノードに
なっているにも関わらず、それよりも前に生成
されたノードが中核となっていないケースもあ
る。中核となるノードの数も不確定である。
m0＞0 モデルの場合には確実に最初に用意し
た完全グラフのノードがネットワークの中核に
なっている。ただしm0が大きくなるにしたがっ
て、中核ノードが同一コミュニティに集中する
傾向が高くなる。きれいに核となるノードが
別々のコミュニティを代表するノードにするこ
とは不可能である。m0＝0 モデルとm0＞1 の
モデルには些少であるが違いが認められた。
　およそ総リンク数2000程度のネットワークな
ら、自前の Girvan-Newman コミュニティ抽出
artisoc シミュレーションでも昨今の一般的な
パソコン環境で１時間程度で計算が可能であっ
た。Q値が最大のステップを探すなら最後のス
テップまで（全てのリンクが消えるまで）計算
を続ける必要はないので、もう少しリンクの多
いネットワークでも使えるだろう。しかしやは
り数千、万というリンク数レベルのネットワー
クではもっと高速のコミュニティ抽出アルゴリ
ズムに則ったシミュレーションを使う必要があ
る。
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